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1　池本利美先生



今年(2013年)帰省した折の3/19と3/20のblogに高校時代の美術部関連のことを投稿をしました。



当時のことが懐かしくなり、年度末で書類整理をしている勢いで、残された絵も見直しました。



小学校以来のものが200点あまりあります。

気に入ったものを何枚かデジカメに撮りました。

その多くは、小学校時代から中学まで通った池本利美先生の画塾で描いたものです。

このblogは、自分史の資料になりそうなものをまとめる意味もありテーマを決めてアップしています。私の「絵とのかかわり」についてまとめておこうと思います。



小学校に入ってから、池本利美先生のご自宅の絵画教室へ通っていました。

残された絵は、小学校4年以後のものばかりです。

私の故郷鳥取市は1952(昭和27年)4月17日に大火がおこり、私の家も消失しました。

それまでも絵が好きで描いていたはずですが、焼けてしまって小3以前の絵は残っていません。

私にとって池本先生は“絵の先生”でしたが、歌人としても著名でまた柔道家でもありました。耳が寝技で変形したと言っておられました。



1978(昭和53年)８月18日の日本海新聞で池本利美について報じています。






先生のお人柄について記事から抜粋します。



砂丘をはだしで歩き仰向に

なりたる体に天があるなり　　(歌集「砂丘」から)

　砂丘を、久松山を愛し、うたい、描き続けた池本利美の生涯は、作風がその人柄と人生観を反映して、清純で誠実な中に、大自然と呼応したスケールの大きなものだった。表現は極めて平明だが、自然の命を深呼吸するように肺奥まで満たした観照眼は、したたる緑や燃える紅葉など四季折々の姿を、あまねく地上と海と天を、輝く風光としてとらえていった。

　池本利美。明治二十四年、鳥取市生まれ。日本画、水彩画を学び、教壇に立っては国語、図画、そして柔道教師も務めた文武両道の人。禅を人生の指針とし、「明星」の与謝野晶子、「一路」の山下陸奥らの指導を受け短歌の道を歩む一方、日本水彩画会、光風会に出品し入選。県歌人会会長、日本海新聞歌壇の選者もかねる幅広い活躍ぶりだった。五十二年四月五日、八十六歳で、満開の桜の季節にその生涯を閉じた。（中略）

　剛気で心やさしい人柄は、数々のエピソードを生んだ。鳥取商業の教師時代、寮の生徒たちが、キリの木六本を全部切り倒し、ゲタ屋に売ってその金でうどんを食べた。処分をめぐって学校はひと騒ぎ。だが、これからの若者は少々ケタはずれでも気がいがなくてはならぬ、と生徒をかばったのが“池本先生”だったという。先生も教師もおおらかで、スケールの大きかった時代の物語である。

　またあるとき、還暦祝いに教え子たちが毛せんの座ぶとんを贈った。ところがある日、某氏が訪ねてみると、座布団は床の間に飾ってあった。「ようく考えてみると、皆が心を込めて贈ってくれたものを、わしがしりに敷くわけにはゆかん。頼むからこれでこらえてくれえ。」“鬼”とあだ名され、柔道五段の猛者でもあった人間・池本利美の心情である。現代のように管理・組織化され、人間がわい小化する社会では、エピソードつきの人物はもうそんなに生まれまい。(後略)



池本利美先生遺作展の案内パンフから








先生から頂いた水彩画です。

今回、額縁の裏に重ねて入れてあったのを見つけ出しました。

改めて見ると、雲の描き方は私が現在よく用いる彩色方法と酷似しています。

小中を通じて指導を受けるうちに自然に習得したと思われます。

パステル調の水彩画は私の好きな色合いとも重なっています。






2　小学校4年まではクレパス



私が通っていた“小さき花園幼稚園”はカトリックの教会内に併設されており、アメリカ占領軍(当時は進駐軍と言い換えていた)の兵士が教会の礼拝にも来ていました。

教会の前の道路を使って兵士らがキャッチボールをしていました。

よく描いたのは、アメリカ軍のジープです。車の後ろにはガソリンタンクのような長方形の入れモノを次のようなイメージで描いた記憶があります。








絵が好きで、小学校に入ってサクラクレパス主催の全国絵画展に応募し、毎年佳作か入選の賞状を集めていました。

しかし、1952年(昭和27年)４月の鳥取大火で家は全焼し、小学校３年までの作品は残っていません。



どういう経緯で、池本先生の画塾に行きだしたのか記憶の彼方です。

池本先生の絵画教室は、庭に面した大広間の中央に静物が置かれ、描き上げると先生が見て寸評と必要に応じて手を加えられることもありました。大人の人も一緒でした。



小学校４年生までは、クレパスを使った作品ばかりです。

この壺と水差しは、よく登場しました。壺の黄緑の塗り方が平板です。








かぼちゃの陰影に工夫が見られます。








この作品には学年や描いた年に係るものがないので、年代は不明ですが、クレパスを使っていることと、鳥取大火の様子なので小学校４年生の４月頃と思います。

橋が焼け落ちているところ記録しています。

焼け跡に残った金庫が印象的だったのでしょう。






3　5年生から水彩画を描く



小学校5～6年生のものです。絵画教室では、静物の素材に先生の食卓に上るものが頻繁に登場しました。



これは5年生時の静物です。








通っていた小学校のグランド。屋外写生は、当時は苦手でした。6年生時のもので久松小学校の校庭。








4年生のときと同じ花瓶が描かれています。

6年生になると陰影をつけて立体感が出ています。






4　中学１年生時の作品



小学校で初めて水彩を始めた初期の作品は、輪郭を描いてなぞっている感じがします。

今回は中学１年の作品ですが、筆に絵具を滲ませ重ね塗りの技法を使いだしています。

自分なりの個性のようなものが出ており筆遣いも大胆で絵に勢いが出ています。

自分で己の画風を断じるので気楽に評論ができます。



まな板に載せられた蟹です。池本先生の今晩の夕食でしょうか。








牡丹です。いつもの花瓶に挿されています。








３枚の中では、最も好きな絵です。バックの赤との対比が気に入っています。

サザエの角を強調した白色が効果を上げています。（文字通り、自画自賛）






5　中学2年生時の作品



何度か触れていますが、この絵画教室では池本先生宅のその日の夕食の素材になる静物がよく出てきます。魚や野菜・果物をたびたび描きました。

今でもスーパーなどの生鮮野菜のコーナーでみるものを素描することがよくありますが、今回の作品に見る陰影のつけ方を現在も踏襲しています。

影の部分に赤紫と黒を交えた手法は、今もよく使います。中二で完成されたのか、進歩がないのか。



魚の開きです。1956年1月7日の日付が入っています。中1の3学期でしょうか。








同じく魚が続きます。皿の陰影をつけて立体感を出す作業は好きでした。








台所用品を素材に。鍋の質感と陰影はうまく処理をしています。

床の部分の投影は部分は工夫が要りそう。






6　中学3年生時の作品



左は人物がで1957年1月13日、右は5月5日の日付です。

曜日を調べるといずれも日曜日ですから絵画教室で描いたものです。








5月18日の作品で土曜日です。

毎週先生の都合に合わせて、日曜日か土曜日に行ったことが推定できます。

この烏賊の着色は白の使い方が今見ても巧みです。








他の絵の裏に描かれたスケッチデッサンです。

作品として完成されたものではなくメモ的なものでしょう。

“鳥”の字をデザイン化した若桜橋の欄干の飾りを駅側から描いた構図です。

若桜街道のアーケードが続いています。






7　高校では美術部に所属



高校へ進学しすぐに美術部へ入りました。

美術の教師は母校に戻った若い女性で、文芸部や美術部の生徒たちのあこがれの的でした。

美術部の顧問をされ高校時代のＫ先生の影響(2013/3/20）のblogで触れています。

次の作品は高校1年の1958年7月4日のクロッキーの作品です。美術の時間に時間を決めて素描をしたのだと思います。








作品の右下にＫ先生の字で次のような批評が描かれています。



少しまじめすぎて（時間があまったせいかもしれませんが）魅力がなくなりました。少しアソブ気持ちがクロッキーには大切。線がかたく理クツッポイ。



それまでは褒められることが多かった絵画教室と異なり、的確でストレートな言葉に出会いました。








水彩の静物です。








高校になって初めて油絵を描きました。当時、県内東部の高校が参加した東部地区高校美術展が鳥取大丸を会場になっていました。

50号の砂丘の油絵出品のための15号ぐらいの大きさの下絵です。








Ｔさんを描いた人物画です。






8　高2では美術部長



スケッチ集を見て直しても1959（昭和３４年）のものが極端に少ないのです。

友人にも恵まれ、毎夜下宿先の近くの銭湯をめぐり、深夜になると教師宅へ人生論をふっかけに行ったり、生徒会の役員もや多忙な毎日でした。

落ち着いてスケッチをする時間的な余裕もなかったおかもしれません。



それでも夏休みになると９月に予定されている県東部地区美術連盟主催の展覧会へ向けて制作活動をしていました。

当時はキャンパス代も高く、木枠に芯布を張って胡粉と膠を混ぜたものを塗り手製のキャンパスを作っていました。

“駅にて”は２５号の油絵です。鳥取市長賞（ランク的には２席）をもらいました。

今は、母校の同窓会館に収納されて壁面を飾っています。








９月になると東高祭。このポスターは私が作成したものです。

執行部としては学校当局と催し期間を長期間開催することを交渉。

各クラスのシンボル（巨大な張りぼて）を作成し市中行進の後、グランドで運動会の後に燃やします。今は、交通事情や火災の危険などで行われていません。

展示会の作品警備と称して学校の同窓会会館に泊まり込み、夜更けまで語らったことなど、このスケジュール表を見ると思い出します。






9　連盟賞受賞



高2の時には県東部地区美術連盟では市長賞でしたが、3年になり連盟賞を頂きました。

原画は修学旅行で九州に行く途中の門司駅での絵葉書ぐらいのスケッチがもとになっています。

50号の油絵ですが、1年の時に砂丘の絵を描いて落選をしたキャンバスを使って描いたものです。自分では2年前の屈辱を果たしたつもりでした。

元の絵を削り取ることなくその上に描いたので表面の絵具の剥落が激しく、移動できない状態になっており、現在は現職時代の最後の学校の情報準備室に置いたままです。








大山山麓に遠足に行ったときのスケッチです。それまでの正統な描き方から離れマジックの黒の線で無駄な線を多用した遊び心で描いています。

日記を見ると山頂に行かないで大山寺界隈の絵を7枚描いたと記述してあります。








東高祭のポスターも二年生時に引き続き手がけました。

制作過程の図案が残っています。最初のデザイン。








最終的には左から変化して右側のものを元に最終原画を描きました。






10　高校時代の日記のカット



このタイトルで扱っている絵は、絵を描く活動や部活・公に見てもらうことを意識して描かれたものを主に取り扱っていました。

描かれた日付を調べるために日記をチェックしていましたが、高校時代の日記にその当時の心象風景を表す挿絵が描かれています。

番外編として残しておきます。

思春期特有の気負い・傲慢不遜さ・漠然とした不安が混ぜ込まれた文章が続くので今回はすべて封印。



高２の時、都会で就職した先輩が、今でいう職場のストレスで一時帰省。

先輩が再び故郷を離れるとき３年生に声を掛けられ自転車で話し込んでいる場所に行ったときの絵です。








高3になると絵日記風になり挿絵も増えてきます。

部活の１年生が校務員さんと揉めてその仲裁に入っているときの日記から。








母校は比較的規制が少ない学校で喫茶店の出入りがうるさい中、市内に３軒しかない喫茶店をよく回っていました。ひょっとして禁止されていたけど我々が無視していたのかもしれません。（1960/8/24）








落書き。相当にむしゃくしゃしていたんでしょうな。








心理学的に見れば何か意味づけがあるのかわかりませんが、心の葛藤・自分でも抑えきれないマグマと向き合っていたのかも。








一枚の絵で日々日記を終了。blogを画像アップで済ませているのとやや似てます。








当時は地方で音楽を聴く機会は労音しかありませんでした。伊藤素道でリリオリズムエアーズのコンサートが近くの小学校でありました。（1960/12/6）

リトルダーリンなんかを聞いていたのでしょうか。








家の経済状態では私立には行けないし国公立がダメなら就職しかない状態でした。

進路の相談のために関西の伯父のところに行きました。

その時の神戸の街を歩いた時の様子です。

そして、今はその神戸を終の棲家としています。不思議。








日記の終わりの方のページから。

１８歳の山陰の地方都市で過ごす高校生も、恋を恋し理想の女性像を勝手に妄想していました。誰をイメージしていたのか、遠い遠い封印された時代の落書きです。






11　高校卒業の年



3月10日が高校の卒業式。１期校の受験も済み解放感に溢れている時期です。

日記によれば、1961年（Ｓ３６）3月16日に美術部の後輩が話に来ています。

Mさん。マジックインクのかすれた線で素描しクレヨンで色づけ。








左はＹさん。右は母でしょう。








この前後、級友の受験結果がわかり始め、私は17日に合格の電報を受け取っています。



まだ大学でも居場所が定まらず金沢市内を独りで散策時のスケッチ。

尾山神社。（1961/5/22）






12　大学新聞のカットを引き受ける



1962年の作品です。

1962.2.24の日付があります。

旧北陸鉄道金石線の浅野川の鉄橋付近かもしれませんが記憶の彼方です。

当時のイメージを思い出して線画を打ち出し濃淡を強くしたものに彩色をしてみました。

自身のスケッチとの50年後のコラボ作品を並べました。








大学の美術部に一度顔を出したものの、低調な活動に飽き足らず同じ尾山会館にボックスがあった新聞会へ入りました。

「天邪鬼」というコラム欄のカット作品を手がけました。あと、喫茶店の広告のデザインなども一手に引き受けました。

私の名前を“とし”と読む先輩がいて、以後カットのサインに使い、以来ハンドルネームでも“とし”を使っています。








4年間担当したので、以後の作品の描いた正確な年代は不明です。








印刷技術上ハーフトーンは無理でした。新聞の印刷を北陸中日新聞社の輪転機が空いているときに潜り込ませて印刷。新聞社側で中間色を出してくれました。








都市をテーマにしたのでしょうか。当時の心象風景の片鱗が伺えます。








右のカットは何を訴えたかったのでしょうか。






13　教職の中で描く



前回までは、学生時代の作品を年度ごとに調べまとめてきました。

小中高大を通じての作品の変化を残したかったのです。



1965年(S40/4)に尼崎市へ新任教員として着任し、1975(S50/3)まで10年間勤務しました。この学校は私が若かったこともあり、教師として立っていく上での私自身の学校でもありました。

顧問は文化部では美術部の副顧問を希望しました。

教職に就いてからは多忙で今までのような年度ごとの記録はありません。

それでも、手元にはスケッチブックが30冊余が残っています。








次のポスターは1972年の学校祭のものです。

図案は右の大学の時のカットが下絵になっています。








勤務校は、初年度は戦前からの校舎で市の南部にあった古い鉄筋校舎でした。屋上には焼夷弾の跡が残っていました。

2年目に現在の阪急沿線の地へ移動しました。

この校舎は阪神淡路大震災で倒壊し、今は高層化された学校に建て替わっています。

震災前の校舎のスケッチです。本校舎と守衛室です。








グランドと通用門。駅から来る生徒はこちらの方をよく通りました。








この建物は阪神淡路大震災で倒壊し、現在は高層化した校舎に建て替わっています。

学校に残した絵は校舎の取り壊しと共に行方が分からなくなりました。

同期の初任者だったＳ氏が校長になった時、久々に学校を訪問しました。

その時に校舎を見学した際、保健室に入ったら偶然私が描き残した三ノ宮駅のホームからの風景画（25号）が見つかりました。
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